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あらまし：本研究グループでは、ある大学のプログラミング授業での適応型反転学習モデルのオンライン

化を進めてきた．オンラインで展開される授業では，教員や TA/SA のサポートが制限されるため学生自
身が自律的な学習を行う必要がある．本研究は振返りを自律的な学習の鍵と捉えた上で、オンライン授業

で自律的な学習を促進する学習モデルを提案する． 
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1. はじめに 
高等教育を中心に社会に向けた自律性の優れた人

材の育成に向けて，自己調整的な学習の重要性が叫

ばれている．本研究グループでは，適応型反転学習

モデル(1)を提案し，実証研究を続けている．本モデ

ルの授業設計では，図 1上部に示す通り，適応型学
習システム(2)を活用した予習を経て，授業中に CBT
を活用した理解度確認，個人ワーク，理解度に応じ

たグループワーク，個人ワークを経て振返りを行う

5 つの学習工程で構成される．通常は 3 週のサイク
ルを通じて知識の定着，活用，応用と段階的に予習

を自らのペースで進め，授業を通じて学習の定着を

図るしかけとなっている．予習段階でどこまで学習

するかが学生に預けられており，こうした学習を通

じて自律性を促すしくみとなっている．一方で，授

業中に学生が行う工程が複数(図１上部では 4 つ)あ
り，この部分が必ずしも学生の主体性が引き続きだ

されているとは限らない課題が残っていた．そこで，

本研究ではより一層の自律性を促すことを目的とし，

本モデルをオンライン化することとした．さらに，

自律的な学習を進める上で，振返りが重要であると

考え，本モデルで行われている振返りを改訂するこ

ととした． 
 

2. オンライン学習モデル 
本研究では，5 つの学習工程を全てオンラインで

行うこととした．オンライン化に伴い，授業時間で

は，コミュニケーションが必須となるグループワー

クのみを行い，他の学習を授業時間の前後に行うこ

ととした．具体的には，授業前にワークシートの個

人課題，理解度テスト，授業後にワークシートの実

習課題，振返りを行うこととした．本提案の学習モ

デル導入前後を図 1に示す． 

 
図 1 適応型反転学習モデルのオンライン化 
オンライン学習では，授業外での学習工程が増す

ため，学生自身が従来以上に学習を計画的に管理す

る必要がある．そこで，本研究では，学習状況をひ

とつずつ確認し学習を進める上で，振返りを行うこ

とで自律的な学習が促進されると考えた． 
 

3. 振返りの改訂 
本研究提案の 5つの工程の中のどのタイミングで
振返りを行うかに加え，各振返りのタイミングでど

ういった振返りを行うかを検討する上で，過去に行

われた振返りについて調査を行うこととした． 
3.1 事前調査 
対面授業で行った振返りの内容を分析することと

した．分析対象は 2019年度の「Javaプログラミング」
の授業で行われた 875件の振返りとした．分析の結
果，振返りで 2点の特徴がみられた． 

1. 学習状況の把握を行っていると読み取れる

振返りは，大きく予習とグループワークにつ

いて記述されているものに 2分される． 
2. 約 15.7%の学生が，授業への振返りや授業の

進行から遅れていると読み取れる内容を記

述している． 
3.2 振返りのタイミング 
事前調査の 1.より，予習，グループワークは学生
にとって学習を進める上で特に重要な過程であるこ
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とが示唆された．そのため，新たな学習モデルでは

これまで授業の最後に行っていた振返りに加えて予

習，グループワークについて振返りを行うこととし

た．上記の振返りは，それぞれの学習工程の直後に

行うことで，その後の学習に活かすことが可能とな

るため，予習の振返りは予習の直後，グループワー

クの振返りはグループワークの直後に行うこととし

た． 
3.3 振返りの質問項目 
事前調査の 2.より，適応型反転学習モデルでは，

授業の進行から遅れる学生が一定数存在することが

分かった．こうした学生は自身の苦手や不理解を把

握し解決に努める必要がある．そこで，振返りでは，

学習状況の把握に加え，苦手な部分や授業から遅れ

ている部分について考える質問項目を追加した．ま

た，グループワークの振返りでは，グループメンバ

ーが授業の内容を理解していたかを理由と共に回答

する質問項目を追加した．グループメンバーに対し

ての質問項目について，理由を除いた回答のみを被

評価者へ公開し，他者の視点から自分自身を把握す

ることを促した．以下に各振返りの質問項目を示す． 
予習の振返り 
⚫ 質問 1：今回の授業に向けて，予習ではどう

いったことを意識して取り組みましたか？ 
⚫ 質問 2：予習で達成できたこと・できなかっ

たことを具体的に書いてください。 
⚫ 質問 3：達成できなかったことについて，な

ぜ達成できなかったと思いますか？また， 
どうしたら達成できると思いますか？ 

グループワークの振返り 
⚫ 質問 1：今回のグループワークでは，どうい

ったことを意識して取り組みましたか？ 
⚫ 質問 2：グループワークで達成できたこと・

できなかったことを具体的に書いてくださ

い。 
⚫ 質問 3：達成できなかったことについて，な

ぜ達成できなかったと思いますか？また， 
どうしたら達成できると思いますか？ 

⚫ 他者評価 1：XXXX(グループメンバーの学籍
番号) の学生について，授業の内容に関して 
理解していたと思いますか？ 

⚫ 他者評価 2：なぜそう思いましたか？ 
授業全体の振返り 
⚫ 質問 1：今回の授業の課題を全て終えてみて，

今週の目標について達成できたこと・できな

かったことを具体的に書いてください． 
⚫ 質問 2：達成できなかったことについて，な

ぜ達成できなかったと思いますか？また， 
どうしたら達成できると思いますか？ 

 
4. 検証 

A大学で行われた 2020年度の「Javaプログラミン

グ」の第 11回から第 13回の授業に本研究提案の学
習モデルを適用した．第 13回の授業を終えた後，受
講生を対象にアンケートを行った．一部抜粋したア

ンケートの回答を図 2に示す(n=22)． 

 
図 2アンケートの回答結果 

アンケートでは，自由記述を設定し振返りの問題

点について意見を収集した．その結果，「毎回の記述

内容が同様になる」や「授業全体の振返りが予習，

グループワークの振返りと同様の内容になる」とい

った意見が挙がった．また，学生の振返りについて

「学習状況を的確に把握するものであるか」の観点

で抽出．その結果，いずれの振返りのタイミングに

おいても 7割以上の学生が振返りを通して学習状況
の把握を行っていることが分かった． 

 
5. おわりに 
図 2より，本研究で提案した振返りでは，苦手な
部分や授業から遅れている部分について考えられる

ことが示唆された．加えて，学生の振返りの抽出結

果より，いずれの振返りについても 7割以上の学生
が学習状況を的確に把握する振返りを行っているこ

とから，本研究で提案した振返りは，学習状況の把

握に寄与することが示唆され，自律的な学習を促進

する可能性が明らかとなった．一方で，アンケート

の自由記述より，振返りについて「内容が他の振返

りと同様になる」といった問題点が明らかとなった．

今後の展望として，振返りのタイミングや質問項目

を見直し，適宜改善する必要がある． 
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